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●要約 

古代の自然医療体系－アーユルヴェーダ－では、認知機能を高め、病気を予防し、老化の有害な影響を軽減する特

定の薬草調合剤を処方している。年齢に相関する注意力を要する作業に対して、アーユルヴェーダの薬草混合物ア

ムリット５が及ぼす影響を試験するために、二重盲検法を用いた研究を行った。３５歳以上の４８人を無作為に２

群に分け、一方は１日２回６週間にわたりアムリット５錠剤を投与される群、他方はまったく同じやり方で偽錠剤

を与えるプラシーボ群とした。視覚判別作業は、タキストスコープに表示された記号"ｘ"の配列内での刺激"v"の正

確な位置を識別する作業によった。アムリット５群は、対照群と比較して、処置開始３週間および６週間後にこの

作業能力の有意な向上を示した。この能力は年齢との相関性が高く、高い成績を示すには自由に流れる均等な注意

力と一点への集中力とが明白に要求される。したがって、アムリット５は集中力ないし注意力を高め、それにより

老化が認知力に及ぼす悪影響を逆転させると結論することができる。 

 


